
目 的

ビニールハウスにおける農作物の栽培は，天候や季節

に関係なく安定した農産物の生産と供給ができ，作業の

自動化により農家の肉体的負担の軽減にも繋がるために

広く利用されている．一方，ハウス栽培では栽培密度が

高く，通気性が悪化することにより，病害虫の激発を招

くことが多い．現在，このような病害虫の防除には農薬

が広く使用されるが，農薬散布に関する作業は農家にとっ

ては肉体的な負担が非常に大きい．

これまでにソラマメ及びイネへの赤色光照射がソラマ

メ赤色斑点病，ソラマメ斑点病及びイネいもち病などの

病害発生の抑制に効果があることを明らかにしてきた（Is-

lam et. al．： １９９７，Rahman et. al．：２００２ 及び 白沢ら：

２０００）．さらに，これまでに行った野外試験において，ビ

ニールハウスでのキュウリ栽培における赤色光の付加照

射がキュウリ褐斑病に対して効果を示すことや，２４時間

連続付加照射が病害抑制に効果が高いことを明らかにし

た．しかし，赤色光付加照射がキュウリうどんこ病に対

しては効果が低いことやアブラムシやカメムシなどの害

虫を誘引することも明らかになった．

そこで，本研究では室内実験におけるキュウリ褐斑病

菌に対する光照射の影響を調査すると共に野外実験にけ

る赤色光の付加照射とケイ酸資材の組み合わせが病害発

生に及ぼす影響を調査した．

方 法

室内実験：供試植物としてキュウリ（品種：北進）を

用いた．キュウリはサーカタスーパーミックス Aを用い

て２－３葉期まで生育させて，実験に用いた．供試菌には

島根大学圃場から分離したキュウリ褐斑病菌（Corynespora

cassiicola）を用いた．キュウリ褐斑病菌に対する光照射

の影響を調査するために，菌叢生育，胞子発芽及び病斑

形成を調査した．菌糸生育は PSA培地にコルクボーラー

（１cm）でくり抜いた菌糸片を９cmのプラスチックシャー

レに移植し，菌叢直径を測定した．胞子発芽は５×１０４

spores/mlに調製した胞子懸濁液５µlをスライドガラスに

滴下し，それぞれの光条件に保ち，２４時間後に胞子発芽

率を調査した．胞子は米ぬか培地で７日間暗黒下培養し

た後，気中菌糸を除去し，近紫外線（National FL２０S・BL－

B）照射により胞子を形成させて実験に用いた．病斑形成

はキュウリの切取り葉に５×１０４spores/mlに調製した胞子

懸濁液５µlを滴下し，それぞれの光条件に保ち，接種３

日後に病斑形成を調査した．さまざまな光条件を作り出

すためにバンドパスフィルター（BPF:Fujifilm社）を用い

た．実験にはBPF６０（５５０－６５０nm），BPF５０（４５０－５５０nm）

及び BPB４５（４００－５００nm）を用い，対照区はサランラッ

プを用いた白色光区とし，Dark boxを用いて暗黒区とし

た．

野外実験：供試植物としてキュウリ（品種：北進）を

用いた．キュウリはサカタスーパーミックスAに播種し，４

葉期までガラス室内で生育させて，ビニールハウス（幅

３m×奥行き５m×高さ２．４m）に定植した．試験にはビ

ニールハウス２棟を用い，赤色光区，赤色光＋ケイ酸資

材区，自然光区，自然光区＋ケイ酸資材区の４区を設け

た．栽培にはサカタスーパーミックスA（１ポット約１２L）

を用い，マグァンプK（中粒）を５０Lに１００g添加した．

また，ケイ酸資材にはウォーターシリカ（富士シリシア

化学）を用い，ケイ酸資材添加区には１ポットあたり２００g

を添加した．生育及び病害発生について調査した．

結 果

キュウリ褐斑病に対する光照射の影響

キュウリ褐斑病菌に対する光照射の影響を調査するた

めに菌叢生育，胞子発芽及び病斑形成を調査した．その

結果，用いたBPF６０（５５０－６５０nm），BPF５０（４５０－５５０nm）

及び BPB４５（４００－５００nm）とサランラップを用いた白色

光区及びDark boxを用いた暗黒区で７日後の菌叢直

径はそれぞれ，７２．２±４．０mm，６６．５±５．３mm，７０．６±

４．７mm，７３．０±２．７mm及び７１．８±３．８mmとなり，菌叢

生育に違いは見られなかった．また，胞子形成数につい

ても同時に調査した結果，暗黒区（２．７±２．５）と比較し

て光照射区（８．８±７．２）で胞子形成が増加したが BPF

６０（２．９±３．１），BPF５０（２．０±２．６）及び BPB４５（１．８±

２．６）は暗黒区と同様であった．さらに，胞子発芽を調査

した結果，白色光区（７３．２±３．１），暗黒区（６８．７±５．５），

BPF６０（７７．７±１０．９），BPF５０（７４．７±８．５）及 び BPB４５

（６８．２±１０．１）における２４時間後の発芽率に違いは見られ

なかった．一方，病斑形成においては白色光区と比較し
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て暗黒区で病斑の拡大が観察され，BPF６０及び BPF５０に

おいては病斑形成が抑制されたのに対し，BPF４５におい

ては病斑の拡大が観察された．

赤色光付加照射がキュウリ病害の発生に及ぼす影響

赤色光付加照射とケイ酸資材の組み合わせによる病害

抑制効果を調査するためにビニールハウスにおける調査

を行った．その結果，ケイ酸資材の添加の有無に関わら

ず，春夏期における栽培では赤色光照射による初期の生

育促進効果が得られた．一方，赤色光付加照射によりア

ブラムシ等の害虫が多発した．さらに，ケイ酸資材の効

果は見られず，アブラムシ等の害虫の発生により収量の

低下が見られた．

一方，秋冬期における栽培ではアブラムシ等の害虫の

発生は見られず，赤色光付加照射により生育が促進され

た．また，赤色光付加照射区及び赤色光付加照射とケイ

酸資材の添加区でキュウリ褐斑病の抑制と共に，うどん

こ病の抑制が見られた．

考 察

これまでに赤色光付加照射を行ったビニールハウスで

抑制が見られたキュウリ褐斑病菌に関して，その抑制機

構を明らかにするために実験室内での実験を行った．そ

の結果，赤色光を透過する BPF６０はキュウリ褐斑病菌の

菌叢生育，胞子発芽には影響を与えなかった．しかし，

キュウリへのキュウリ褐斑病菌接種後の BPF６０透過光は

病斑形成を抑制した．このことは赤色光照射がキュウリ

褐斑病菌に直接的に作用することにより，病斑形成を抑

制したのではなく，植物側に抵抗性を誘導することによ

り，感染行動を抑制したと示唆された．また，同様の実

験をさまざまな光条件で行った結果，BPF５０においても

病斑形成の阻害が見られたのに対して，BPF４５では病斑

形成が促進された．さらに胞子形成についても調査した

結果，暗黒区と比較して光照射区で胞子形成が促進され，

BPF６０，BPF５０及び BPF４５透過光下ではいずれも暗黒区と

同程度の胞子形成のみが見られた．これまでに近紫外線

が胞子形成に重要な因子の一つであることは知られてお

り，光照射区で胞子形成数が他の区と比較して増加した

ことは近紫外線によるものであると考えられる．今後，

これらについて明らかにする必要がある．

赤色光付加照射とケイ酸資材の組み合わせによる病害

抑制効果を調査するためにビニールハウスにおける調査

を行った．その結果，秋冬期における栽培では赤色光付

加照射区及び赤色光付加照射とケイ酸資材の添加区でキュ

ウリ褐斑病の抑制と共に，うどんこ病の抑制が見られた．

これまで，赤色光付加照射のみでのうどんこ病の抑制は

見られなかったことから，赤色光付加照射によりケイ酸

吸収が促進され，赤色光付加照射とケイ酸添加区におけ

るうどんこ病感染が抑制されたことがハウス内の菌密度

の低下につながり，赤色光付加照射のみの区における感

染を阻害したと推測されたが，春夏期におけるアブラム

シ等の害虫の発生も含めて，今後さらに詳しい調査を行

う必要がある．これらの結果より，ビニールハウスにお

ける病害防除には赤色光付加照射とケイ酸資材を組み合

わせることが，多くの病害を抑制するために有効である

と示唆された．
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